
ぼ く と わ た し の 絵

○ し ん ご う 保 育 園

悪
い
や
つ
と
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
が
戦
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
お
友
達
に
説
明
し

な
が
ら
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
歌
を
う
た

い
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
、
そ
し
て
、
と

き
ど
き
考
え
な
が
ら
描
き
ま
し
た
。

橋
端
　
有
也
く
ん（
さ
く
ら
組
）

大
好
き
な
ス
イ
ー
ト
プ
リ
キ
ュ
ア
を
描
き

ま
し
た
。
大
き
く
な
っ
た
ら
プ
リ
キ
ュ
ア
に

な
り
た
い
か
ら
と
言
っ
て
、あ
っ
と
い
う
ま

に
描
き
あ
げ
ま
し
た
。
画
用
紙
い
っ
ぱ
い

に
大
き
く
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

川
岸
　
実
福
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

ゆ
う
や

は
し
ば

み
さ
き

か
わ
ぎ
し

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

14

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

211

９
月

人
の
動
き

男
　
1,
45
1人
（
±
０
人
）

女
　
1,
55
0人
（
－
10
人
）

計
　
3,
00
1人
（
－
10
人
）

世
帯
数
96
0世
帯（
－
１
世
帯
）

（
平
成
23
年
７
月
31
日
現
在
）
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村
  田
　
諒
  真

く
ん

Ｈ
22
・
２
・
20
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
博
康

（
マ
マ
）
優
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

い
た
ず
ら
は
程
々
に
ね
。

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
23
年
長
 月

サ
フ
ァ
イ
ア（
青
石
）

̶
 徳
望
・
誠
実
 ̶

誕
生
石

な
が
つ
き

Se
pt
em
be
r

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
１
年
９
月

備
　
　
　
考

行
　
　
事
　
　
等

む
ら

た
ま

り
ょ
う

日
曜

1
木
特
定
健
診
（
～
３
日
）

2
金
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

4
日
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

5
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
献
血

7
水
不
用
犬
引
取

8
木
特
定
健
診
（
～
10
日
）

9
金
資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

12
月
行
政
相
談
　
新
郷
温
泉
館
休
館
日

13
火
敬
老
会

15
木
特
定
健
診
（
～
17
日
）

資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

16
金
粗
大
ご
み
収
集
日
　
健
診
説
明
会

人
権
相
談
所

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
9：
00
～
12
：
00

17
土
と
こ
と
ん
新
郷
！！
 飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー

県
南
地
方
釣
り
大
会

18
日
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

19
月
敬
老
の
日

22
木
特
定
健
診
（
～
24
日
）

23
金
秋
分
の
日
　
村
民
体
育
大
会
　
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

26
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

29
木
特
定
健
診
（
～
１
日
）

介
護
保
険
料
第
２
期
納
期
限
（
普
通
徴
収
）

30
金
国
保
税
第
２
期
納
期
限

後
期
高
齢
者
保
険
料
第
２
期
納
期
限

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

７月30日　しんごう保育園「お涼み会」（関連記事は４ページ）７月30日　しんごう保育園「お涼み会」（関連記事は４ページ）
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東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
と
し
て
村
は
消

防
団
の
ポ
ン
プ
車
と
し

て
使
用
し
て
い
た
予
備

車
両
１
台
を
岩
手
県
消

防
協
会
に
無
償
で
提
供

し
ま
し
た
。

　
車
両
は
第
８
分
団
に

配
備
さ
れ
て
い
た
「
い

す
ゞ
エ
ル
フ
」。
７
月

26
日
、
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ
た
贈

呈
式
で
は
、
畠
山
賢
悦
団
長
、
滝

沢
和
雄
第
８
分
団
長
等
が
見
守
る

中
、
須
藤
良
美
村
長
か
ら
岩
手
県

消
防
協
会
鬼
柳
悠
己
事
務
局
長
に

車
両
の
鍵
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
車
両
は
20
年
以
上
経
過
し
て

い
る
が
、
日
頃
の
念
入
り
な
整
備

点
検
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
運

転
や
業
務
に
支
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
車
両
を
地
域
の
防
災
に

役
立
て
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。
今
後
も
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
支
援
を
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
須
藤
村
長
。
鬼
柳

氏
は
「
復
興
へ
向
け
て
大
き
な
力

を
頂
い
た
。
県
民
一
丸
と
な
っ
て

前
へ
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
お
礼

の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
車
両
は
陸
前
高
田
市
消
防
団
で

使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
８
月
４
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
畜
産
共
進
会
会
場
で
畜

産
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
ね
ら

い
に
第
46
回
五
戸
地
方
畜
産
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は

口
蹄
疫
の
影
響
で
開
催
を
自
粛
、

２
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
肉
用
種
７
部
門
で
覇
が

競
わ
れ
、
37
頭
が
出
品
。
八
戸
家

畜
保
健
衛
生
所
職
員
ら
５
人
が
審

査
に
あ
た
り
ま
し
た
。
会
場
に
引

き
出
さ
れ
た
牛
た
ち
は
こ
の
日
の

た
め
に
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
お

り
、
来
賓
ら
が
見
守
る
中
厳
し
い

審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
の
は
第
４
部

に
出
品
さ
れ
た
髙
根
勇
悦
さ
ん
の

「
あ
ず
み
号
」。
体
積
や
均
称
、

資
質
、
品
位
、
歩
様
等
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
審
査
長
を
務
め
た

小
笠
原
和
弘
八
戸
家
畜
保
健
衛
生

所
長
が
「
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
は
我
々
が
目
指
す
繁
殖
牝
牛
の

イ
メ
ー
ジ
に
極
め
て
近
い
」
と
講

評
。
表
彰
式
で
賞
状
を
授
与
さ
れ

た
孫
の
貴
明
さ
ん
は
「
村
畜
産
祭

に
続
い
て
の
栄
誉
で
感
無
量
。
今

後
も
飼
料
管
理
、
体
調
管
理
を
徹

底
し
て
県
共
進
会
で
も
頂
点
を
ね

ら
う
」
と
喜
び
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

　
優
等
賞
は
次
の
と
お
り
。

　
こ
れ
ら
の
牛
は
９
月
３
〜
４
日

に
七
戸
町
で
行
わ
れ
る
県
共
進
会

に
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

肉
用
種
（
黒
毛
和
種
）

第
１
部
　
髙
根
　
晃
（
扇
ノ
沢
）

第
４
部
　
髙
根
勇
悦
（
扇
ノ
沢
）

母
系
群
　
福
山
　
満
（
扇
ノ
沢
）

　
　
　
　
　
　
（
本
村
関
係
分
） 

　
こ
の
た
び
、
村
は
村
内
商
店
の

活
性
化
を
図
る
と
共
に
児
童
の
健

や
か
な
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
新
郷
村
商
店
活
性
化
こ

ど
も
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
交
付
対
象
者
は
村
内
の
今
年
４

月
１
日
現
在
、

村
内
に
居
住

し
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
15

才
以
下
の
こ
ど

も
２
７
８
名
で

す
。
商
品
券
は

年
に
２
回
発

行
。
今
回
は
４

〜
９
月
分
と
し

て
子
ど
も
１
人

当
た
り
６
千

円
。
５
０
０
円

券
12
枚
つ
づ
り

に
な
っ
て
い
ま

す
。
利
用
で
き

る
商
店
は
村
内

加
盟
商
店
の
75

店
。
10
月
〜
３

月
分
は
12
月
に

交
付
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
消
費
流
出

防
止
に
よ
る
村
内
商
店
の
活
性

化
、
商
店
と
村
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
、
子
ど
も
の
養

育
費
の
軽
減
な
ど
、
多
く
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

37
頭
で
栄
冠
競
う

五
戸
地
方
畜
産
共
進
会

加
盟
商
店
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て

広がる支援の輪
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、
消
費
流
出

防
止
に
よ
る
村
内
商
店
の
活
性

化
、
商
店
と
村
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
、
子
ど
も
の
養

育
費
の
軽
減
な
ど
、
多
く
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

37
頭
で
栄
冠
競
う

五
戸
地
方
畜
産
共
進
会

加
盟
商
店
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て

広がる支援の輪
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し
ん
ご
う
保
育

園
は
７
月
30
日
、

お
涼
み
会
を
園
庭

で
開
催
し
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
発

表
や
売
店
、
ゲ
ー

ム
、
踊
り
「
に
ん

に
ん
忍
た
ま
音

頭
」、
花
火
な
ど

を
親
子
や
地
域
の

方
と
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
た
。
子
ど

も
達
の
素
敵
な
笑

顔
を
ど
う
ぞ
。

　
８
月
２
日
、
美
郷
館
に
お
い
て

「
新
郷
む
ら
づ
く
り
を
語
る
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
７
月
、

今
年
１
月
に
引
き
続
き
、
３
度
目

の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
学
校
教

育
関
係
者
、
村
内
福
祉
施
設
関
係

者
、
村
づ
く
り
関
係
者
、
地
場
産

品
関
係
者
等
64
名
が
参
加
し
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
指
針
に

つ
い
て
共
通
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
須
藤
村
長
が
「
明
る
く

健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
語
り
合
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
役
場

企
画
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
ま
で
の
事

業
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
今
年
度

に
つ
い
て
は
、
教
育
文
化
事
業
、

集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
等
、
五

つ
の
項
目
に
分
け
、
役
場
担
当
者

等
が
事
業
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
、
地
産
地
消

に
よ
る
健
康
増
進
を
図
る
た
め
に

は
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
「
談

義
」
は
、
自
ら
も
川
代
地
区
で
地

域
活
性
化
活
動
を
展
開
し
て
い
る

山
岸
義
一
教
育
委
員
長
を
座
長
に

迎
え
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
で
と
ら
え
た
本
村
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
発
言
、
テ

ー
マ
の
具
現
化
へ
向
け
て
方
策
を

探
り
ま
し
た
。
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

八
戸
由
美
子
氏
は
「
設
立
か
ら
４

ヶ
月
。
今
後
は
底
辺
拡
大
が
大
き

な
課
題
。
関
係
機
関
か
ら
の
要
望

に
耳
を
傾
け
、
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
等

の
事
業
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
」
と
事
業
の
拡
大
に
意
欲
を

示
し
ま
し
た
。

　
予
定
時
間
を
超
え
た
意
見
交
換

の
締
め
く
く
り
と
し
て
東
利
昭
議

長
が
「
村
の
明
る
い
将
来
を
め
ざ

し
た
活
動
に
感
銘
を
受
け
た
。
地

域
に
は
古
く
か
ら
の
財
産
は
た
く

さ
ん
あ
る
は
ず
。
有
効
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
」
と
総
評
。
続

い
て
須
藤
村
長
が
「
今
後
も
随

時
、
こ
の
よ
う
な
意
見
交
換
の
場

を
設
け
、
多
く
の
視
点
で
活
動
の

方
向
性
に
つ
い
て
模
索
し
、
協
調

性
を
失
う
こ
と
な
く
活
動
を
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
事

業
の
継
続
へ
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　
村
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
芸
能
保
存
会

の
メ
ン
バ
ー
11
名
も
出
席
。
艶
や

か
な
浴
衣
姿
で
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を

披
露
し
、
大
会
に
華
を
添
え
ま
し

た
。

水
射
的

金
魚
っ
こ
す
く
い

く
じ

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

花
火

シ
ャ
ボ
ン
玉

バ
ニ
ラ
ア
イ
ス

流
し
そ
う
め
ん

に
ん
に
ん
忍
た
ま
音
頭

き
の
こ
の
里
日
本
一
、
長
寿
日
本
一
の

具
現
化
を
め
ざ
し
て

暑さに負けない
　　　　　元気な子ども達
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受
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ラ
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会
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11
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や
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こ
の
た
び
、
村

の
外
国
語
指
導
助

手
と
し
て
着
任
し

た
ク
リ
ス（C

hris-
topher 

Thom
as 

C
arlsen

）
さ
ん

が
、
８
月
５
日
、

須
藤
村
長
の
元
を

訪
れ
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
の
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ス
さ
ん
は

米
国
オ
レ
ゴ
ン
州

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市

出
身
で
23
才
。
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
陸
上

競
技
等
、
ス
ポ
ー
ツ
全
般
が
大
好

き
と
の
こ
と
。
教
育
委
員
会
に
在

籍
し
、
村
内
小
中
学
校
の
外
国
語

授
業
の
補
助
や
地
域
住
民
の
異
文

化
理
解
の
た
め
の
交
流
活
動
等
を

行
い
ま
す
。

　
笑
顔
で
歓
談
し
た
須
藤
村
長
は

「
本
村
の
外
国
語
教
育
の
充
実
を

図
る
上
で
大
き
な
力
。
地
域
レ
ベ

ル
の
国
際
交
流
の
進
展
を
図
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
、
村
の
更
な
る

国
際
化
の
推
進
が
期
待
で
き
る
」

と
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を

慰
霊
す
る
「
新
郷
村
戦
没
者
追
悼

式
」
が
８
月
10
日
、
美
郷
館
で
営

ま
れ
、
遺
族
、
関
係
者
ら
約
70
名

が
恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
、

参
列
者
全
員
が
黙
祷
。
須
藤
良
美

村
長
が
「
深
い
悲
し
み
を
胸
に
、

長
年
の
御
労
苦
に
耐
え
な
が
ら
社

会
の
一
員
と
し
て
尽
力
下
さ
っ
た
」

と
遺
族
へ
敬
意
を
表
し
、「
御
霊

の
尊
い
御
遺
志
に
応
え
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
村
民
心
を
ひ
と
つ

に
し
て
明
る
さ
と
元
気
の
あ
る
村

づ
く
り
に
向
か
っ
て
よ
り
一
層
努

力
す
る
」
と
追
悼
の
こ
と
ば
を
述

よろしく
　　おねがいします

べ
ま
し
た
。

　
村
遺
族
会
会
長
髙
峯
肇
さ
ん
が

「
私
達
の
よ
う
な
遺
族
を
二
度
と

作
ら
な
い
こ
と
を
誓
う
」
と
不
戦

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

「
金
ケ
沢
コ
ー
ラ
ス
」
も
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
。「
ふ
る
さ

と
」「
希
望
」
等
、
３
曲
を
熱
唱

し
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

元気に楽しく「修楽旅行」元気に楽しく「修楽旅行」
　７月21日、高齢者教室「修楽旅行」が行われ、元気いっぱいの受講生が秋田県小坂町を訪れま
した。一行24名は日本最古の明治の芝居小屋「康楽館」や国指定重要文化財の「旧小坂鉱山事務
所」を見学。古き時代を偲びながら受講生同士の親睦を深めました。

恒
久
平
和
を
誓
う
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の
た
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、
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野
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授
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の
補
助
や
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の
異
文
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の
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の
交
流
活
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等
を

行
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ま
す
。

　
笑
顔
で
歓
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た
須
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は

「
本
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の
外
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教
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の
充
実
を

図
る
上
で
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の
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こ
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更
な
る

国
際
化
の
推
進
が
期
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で
き
る
」

と
歓
迎
し
ま
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戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を

慰
霊
す
る
「
新
郷
村
戦
没
者
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悼

式
」
が
８
月
10
日
、
美
郷
館
で
営

ま
れ
、
遺
族
、
関
係
者
ら
約
70
名

が
恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
、

参
列
者
全
員
が
黙
祷
。
須
藤
良
美

村
長
が
「
深
い
悲
し
み
を
胸
に
、

長
年
の
御
労
苦
に
耐
え
な
が
ら
社

会
の
一
員
と
し
て
尽
力
下
さ
っ
た
」

と
遺
族
へ
敬
意
を
表
し
、「
御
霊

の
尊
い
御
遺
志
に
応
え
る
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
村
民
心
を
ひ
と
つ

に
し
て
明
る
さ
と
元
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の
あ
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村
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く
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に
向
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っ
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よ
り
一
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努

力
す
る
」
と
追
悼
の
こ
と
ば
を
述

よろしく
　　おねがいします

べ
ま
し
た
。

　
村
遺
族
会
会
長
髙
峯
肇
さ
ん
が

「
私
達
の
よ
う
な
遺
族
を
二
度
と

作
ら
な
い
こ
と
を
誓
う
」
と
不
戦

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

「
金
ケ
沢
コ
ー
ラ
ス
」
も
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
。「
ふ
る
さ

と
」「
希
望
」
等
、
３
曲
を
熱
唱

し
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

元気に楽しく「修楽旅行」元気に楽しく「修楽旅行」
　７月21日、高齢者教室「修楽旅行」が行われ、元気いっぱいの受講生が秋田県小坂町を訪れま
した。一行24名は日本最古の明治の芝居小屋「康楽館」や国指定重要文化財の「旧小坂鉱山事務
所」を見学。古き時代を偲びながら受講生同士の親睦を深めました。

恒
久
平
和
を
誓
う
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第
43
回
成
人
祭
が
８
月
13
日
、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
対
象
者
は
平
成
３
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
33
名
。
う
ち
26

名
が
出
席
し
、
成
人
と
し
て
の
権

利
と
義
務
を
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
須
藤
村
長
が
「
一
人

一
人
信
念
と
自
信
を
持
っ
て
自
ら

の
人
生
の
道
を
切
り
拓
い
て
い
た

だ
き
た
い
」と
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

　

来
賓
や
恩
師
等
が
見
守
る
中
、

新
成
人
代
表
の
崎
恭
介
さ
ん
（
川

台
）
が
「
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
日
本
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
ま
し
た
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の

人
達
が
た
く
さ
ん
の
不
安
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
に
私
た

ち
は
成
人
を
迎
え
ま
し
た
が
、
私

た
ち
は
決
し
て
く
じ
け
ま
せ
ん
」

と
力
強
く
『
は
た
ち
の
誓
い
』
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
の
手
に
よ
る
「
は
た

ち
の
ア
ル
バ
ム
」
と
題
し
た
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
も
上
映
。
村
か
ら
の

記
念
品
で
村
民
憲
章
が
プ
リ
ン
ト

さ
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
た
下

栃
棚
孝
則
さ
ん
（
下
栃
棚
）
が
軽

妙
な
ト
ー
ク
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

ス
ク
リ
ー
ン
上
に
小
学
校
時
代
か

ら
の
懐
か
し
い
姿
を
映
し
出
す
と

参
加
者
は
笑
顔
で
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
前
西
越
小
学
校

教
頭
で
現
在
は
南
部
小
学
校
教
頭

の
蔦
林
洋
司
氏
が
、
上
海
日
本
人

学
校
で
副
校
長
と
し
て
勤
務
し
た

体
験
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
展
開
。
ト

ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
創
業
者
豊
田
佐
吉

氏
の
「
障
子
を
開
け
て
み
よ
。
外

は
広
い
ぞ
」
の
言
葉
を
引
用
し
、

新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

33名が大人の仲間入り33名が大人の仲間入り
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戸
来
地
区
子
ど
も
会
（
小
笠
原

正
義
会
長
）
は
、
８
月
４
日
、
ホ

タ
ル
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
へ
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
切

谷
内
小
学
校
長
の
慶
長
隆
光
先
生

を
講
師
に
迎
え
、「
ホ
タ
ル
の
鑑

賞
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
お
よ
そ

40
名
の
子
ど
も
た
ち
は
懐
中
電
灯

を
片
手
に
保
護
者
や
地
域
の
方
と

一
緒
に
ホ
タ
ル
の
生
態
の
知
識
を

深
め
ま
し
た
。

　
慶
長
先
生
は
「
生
息
し
て
い
る

の
は
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
。
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
よ
り
小
型
で
湿
地
や
流
水
域

に
適
応
し
て
い
る
。
光
の
点
滅
の

速
さ
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
よ
り
明
ら

か
に
早
い
」
等
と
説
明
し
、
子
ど

も
た
ち
の
疑
問
に
や
さ
し
く
答
え

て
い
ま
し
た
。

　
金
ケ
沢
農
村
公
園
で
は
７
月
中

旬
か
ら
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、

可
憐
な
光
が
地
域
住
民
の
目
を
楽

し
ま
せ
る
と
と
も
に
心
を
和
ま
せ

て
い
ま
す
。

　
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
須

藤
良
美
会
長
）
と
村
交
通
安
全
母

の
会
連
合
会（
角
岸
千
穂
子
会
長
）

は
夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
の
７
月
26
日
、
恒
例
の
交
通
安

全
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
を
行
い
ま
し

た
。

　
村
診
療
所
前
で
行
わ
れ
た
こ
の

作
戦
に
は
交
通
指
導
隊
員
、
五
戸

警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
役
員
ら

30
名
が
参
加
。
会
員
は
ド
ラ
イ
バ

ー
に
お
茶
缶
、交
通
安
全
う
ち
わ
、

啓
蒙
チ
ラ
シ
等
を
お
よ
そ
80
台
に

配
布
す
る
と
と
も
に「
全
席
着
用
！

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」
「
夕
暮
れ
ど
き

は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
！
」
等

と
声
を
か
け
、
笑
顔
で
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
２
日
、
ど
よ

う
塾
「
遠
足
の
会
」

が
行
わ
れ
、
児
童
19

名
が
八
戸
市
児
童
科

学
館
と
是
川
縄
文
館

を
見
学
し
、
科
学
と

歴
史
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　
７
月
に
開
館
し
た

ば
か
り
の
是
川
縄
文

館
で
は
土
器
を
実
際

に
作
成
。
「
縄
文
是

川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
方
か
ら
作
り
方
を

説
明
し
て
い
た
だ
き
、

ま
ず
土
器
の
底
を
し

っ
か
り
つ
く
り
、
側

面
と
上
部
を
土
の
厚

さ
に
気
を
配
り
な
が
ら
作
成
。

最
後
に
縄
目
等
の
模
様
を
付
け
ま

し
た
。

　
お
よ
そ
90
分
程
度
の
制
作
工
程

に
子
ど
も
た
ち
は
没
頭
。
土
と
対

話
す
る
か
の
よ
う
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
作
っ
た

土
器
は
８
月
下
旬
に
素
焼
き
し
て

完
成
す
る
予
定
。
帰
り
の
車
中
で

は
、
土
器
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
難

し
さ
に
つ
い
て
友
達
同
士
と
笑
顔

で
歓
談
。
自
分
だ
け
の
土
器
の
完

成
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
21
日
、
五
戸
安
協
戸
来
・

西
越
支
部
、
村
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会
等
、
村
内
の
交
通
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、
五
戸
警
察

署
前
で
開
催
さ
れ
た
「
五
戸
地
区

交
通
安
全
総
決
起
大
会
」
に
出
席

し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。

　
大
会
終
了

後
、
参
加
者

は
五
戸
小
学

校
金
管
バ
ン

ド
を
先
頭

に
、
町
中
心

部
を
パ
レ
ー

ド
。
地
域
住

民
に
交
通
事

故
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し

た
。

　
先
導
の
パ

ト
ロ
ー
ル
カ

ー
に
続
い
て

横
断
幕
を
掲

げ
た
交
通
指

導
隊
戸
来
支

隊
の
髙
橋
一

男
隊
員
は

「
帰
省
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
管
内
の
交
通
量
が

増
加
し
、
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
。
職
場
や
家
庭
で
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
地
区
か
ら

事
故
を
な
く
し
て
い
き
た
い
」
と

汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

蛍の光にうっとりルールを守って交通安全

パ
レ
ー
ド
で
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

縄文人の"ものづくり"を体験

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

景
気
づ
け
に
花
火
大
会
催
さ
る

福
　
士
　
香
芽
子

落
し
文
誰
に
あ
げ
よ
か
散
歩
道

鹿
　
島
　
と
　
わ

箱
に
咲
く
松
葉
ぼ
た
ん
や

ひ
し
め
き
て

髙
　
根
　
リ
　
サ

今
朝
も
咲
く
花
色
や
さ
し

額
の
花

長
　
峯
　
ユ
　
リ

幼
き
日
音
の
み
聞
き
し
遠
花
火

福
　
山
　
康
　
子

残
さ
れ
し
手
花
火
さ
び
し

祖
父
と
祖
母

小
　
坂
　
良
　
子

あ
じ
さ
い
の
こ
と
さ
ら
青
き

森
の
道

工
　
藤
　
陽
　
一

声
高
に
身
の
上
ば
な
し
猛
暑
か
な

戸
　
来
　
れ
い
子

忘
れ
ぐ
せ
も
う
あ
き
ら
め
て

庭
花
火

鹿
　
島
　
恵
美
子

花
あ
や
め
雑
念
ま
じ
る
作
句
か
な

村
　
上
　
て
　
る

日
々
散
っ
て
日
々
咲
き
つ
づ
く

沙
羅
の
花

金
　
沢
　
　
　
凡
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４
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よ
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じ
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新郷村職員を募集します。
○職種・採用予定人員
　初級一般　若干名
○受験資格
昭和62年４月２日以降に生まれた者で、
高校以上卒業した者、または平成24年３月
までに高校以上卒業見込みの者。

○試験の内容
　①一次試験　教養試験・事務適性検査
　②二次試験　作文試験・面接

○試験日・会場
　①一次試験　平成23年10月23日（日）
　　試験会場　新郷村役場
　②二次試験　
　　一次試験合格者に追って通知します。

○受験手続
受験申込書（用紙は役場総務グループで
直接受け取るか、村ホームページからダウ
ンロードできます）を総務課に提出してく
ださい。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれ
ますので、提出書類の確認をお願いします。
　http://www.vill.shingo.aomori.jp新着情報
○受付期間
　８月25日（木）～９月14日（水）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
郵送による提出の場合は、９月14日（水）
必着有効とします。

○申し込み・問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
　総務課総務グループ　角岸
　℡ 78－2111内線155

新郷村職員を募集します。

　７月28日、親子料理教室（どよう塾）が総合福祉センターで開かれま
した。こどもとその保護者がスープカレー、野菜サラダ等４品の調理に
挑戦。ヘルスメイトのていねいな指導のもと、笑顔で調理しました。

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
全
国
一

斉
に
相
談
日
を
設
け
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

を
通
じ
て
高
齢
者
、
障
害
者
の
人

権
相
談
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
。

◇
期
間

　

９
月
５
日
〜
11
日
ま
で

◇
時
間

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
10
時
〜

午
後
５
時
ま
で
）

◇
電
話

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
│

０
０
３
│

１
１
０

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く

と
お
ば
ん
）

◇
内
容

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐

待
等
に
関
す
る
電
話
相
談
。

問　

青
森
地
方
法
務
局

　

℡
０
１
７
│

７
７
６
│

９
０
２
４

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
青
森
支
店

　

７
月
12
日
、
新
郷
村
役
場
職
員

会
（
崩
敬
子
会
長
）
は
村
長
室
に

◇
日
時　

平
成
23
年
９
月
９
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◇
会
場　

　

り
ん
ご
研
究
所
県
南
果
樹
部

　

五
戸
町
扇
田
字
長
下
夕
２

◇
行
事
内
容

・
果
樹
試
験
ほ
場
の
公
開
（
ぶ
ど

う
、
な
し
、
お
う
と
う
）

・
果
樹
栽
培
相
談
所
の
開
設

　

▽
品
種
特
性
、
栽
培
方
法
、
病

害
虫
防
除
な
ど

　

▽
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
相
談

　
　
（
試
験
園
地
）

・
主
要
成
果
の
資
料
展
示

・
ぶ
ど
う
、
な
し
な
ど
の
展
示
・

　

試
食

◇
併
設
催
事

・
な
し
果
実
品
評
会

・
農
業
資
材
、
農
産
物
加
工
品
、

農
業
図
書
な
ど
の
展
示
・
販
売

◇
そ
の
他

・
場
内
生
産
物
の
販
売

問　

り
ん
ご
研
究
所
県
南
果
樹
部

　
　

℡
62
│

４
１
１
１

は
、
８
月
25
日
か
ら
上
北
地
域
で

農
業
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
定

期
相
談
窓
口
を
新
た
に
開
設
い
た

し
ま
す
。
農
業
に
関
す
る
借
入
相

談
や
経
営
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

◇
日
時

毎
月
第
２
、
４
木
曜
日

10
時
〜
12
時
（
予
約
制
、
前
日

ま
で
に
公
庫
あ
て
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。）

◇
会
場

上
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水

産
部（
十
和
田
合
同
庁
舎
２
階
）

◇
そ
の
他

三
八
地
域
県
民
局
で
も
開
催
し

て
い
ま
す
。（
毎
月
第
２
、
４

木
曜
日　

午
後
２
時
30
分
〜
４

時
30
分
）

問　

日
本
政
策
金
融
公
庫
青
森
支
店

　

℡
０
１
７
│

７
７
７
│

４
２
１
１

　

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方

等
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
村
で
は

民
生
委
員
や
ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力

員
に
よ
る
見
守
り
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
見
守
り
体
制
を
さ
ら
に

強
化
す
る
た
め
に
、県
と
共
同
で
、

10
月
か
ら
事
業
者
に
よ
る
「
地
域

見
守
り
隊
」
の
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

　

仕
事
で
新
郷
村
内
を
回
る
事
業

者
の
皆
さ
ん
に「
地
域
見
守
り
隊
」

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
例
え
ば
新

聞
が
何
日
分
も
溜
ま
っ
て
い
て
安

否
が
心
配
な
ど
、
異
変
を
感
じ
た

時
に
、
役
場
に
連
絡
を
す
る
体
制

を
作
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
を
も
た

ら
す
取
組
で
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
61
│

７
５
６
０

　

県
庁
健
康
福
祉
政
策
課

　

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
７
７

　

怪
我
や
病
気
の
中
で
も
最
も
重

篤
で
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
心
臓

や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
す
。
つ
い
さ
っ
き
ま
で
元
気

に
し
て
い
た
の
に
、突
然
、心
臓
や

呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た…

。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

突
然
の
怪
我
や
病
気
に
お
そ
わ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　７月28日、親子料理教室（どよう塾）が総合福祉センターで開かれま
した。こどもとその保護者がスープカレー、野菜サラダ等４品の調理に
挑戦。ヘルスメイトのていねいな指導のもと、笑顔で調理しました。

18名が調理に挑戦！18名が調理に挑戦！

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
の

治
療
は
ま
さ
に
１
分
１
秒
を
争
い

ま
す
。
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て

10
分
以
上
経
過
す
る
と
助
か
る
可

能
性
は
、
急
激
に
少
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
突
然
止
ま
っ
た

人
の
命
を
救
う
に
は
、
次
の
４
つ

の
要
素
を
つ
な
げ
る
こ
と
（
救
命

の
リ
レ
ー
）
が
重
要
で
す
。

◇
早
い
１
１
９
番
通
報

・
通
報
す
る
時
は
急
が
ず
、
落
ち

着
い
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
口

調
で
話
す
。

◇
早
い
応
急
手
当

・
救
急
車
が
到
着
す
る
前
の
早
い

心
肺
蘇
生
と
早
い
除
細
動
。

◇
早
い
救
急
処
置

・
救
急
救
命
士
な
ど
が
行
う
高
度

な
救
急
処
置
。

◇
早
い
救
命
医
療

・
医
療
機
関
に
お
け
る
高
度
な
救

命
医
療
。

※

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

　
　

明
ら
か
に
緊
急
で
は
な
い
の

に
救
急
車
を
呼
ぶ
人
が
近
頃
増

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
安
心

を
守
る
た
め
に
適
正
利
用
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問　

五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　

℡
78
│

２
１
１
９

◇
目
的

こ
の
時
期
は
、
秋
の
行
楽
に
よ

る
事
故
や
、
日
没
が
早
ま
る
夕

暮
れ
時
の
事
故
の
多
発
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
一
人

ひ
と
り
に
、
交
通
安
全
思
想
の

普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◇
期
間

　

９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

◇
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の

着
用
及
び
自
転
車
前
照
灯
の
点

灯
の
推
進
）

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

問　

青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

　

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
３
２

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

り
ん
ご
研
究
所

　
県
南
果
樹
部
参
観
デ
ー

高
齢
者
・
障
害
者
の

　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

上
北
地
域
定
期
相
談

　
　
　
　
窓
口
開
設
！

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

問

問

問

問

問

問

10
月
か
ら

「
地
域
見
守
り
隊
」
の

　
活
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
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新郷村職員を募集します。
○職種・採用予定人員
　初級一般　若干名
○受験資格
昭和62年４月２日以降に生まれた者で、
高校以上卒業した者、または平成24年３月
までに高校以上卒業見込みの者。

○試験の内容
　①一次試験　教養試験・事務適性検査
　②二次試験　作文試験・面接

○試験日・会場
　①一次試験　平成23年10月23日（日）
　　試験会場　新郷村役場
　②二次試験　
　　一次試験合格者に追って通知します。

○受験手続
受験申込書（用紙は役場総務グループで
直接受け取るか、村ホームページからダウ
ンロードできます）を総務課に提出してく
ださい。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれ
ますので、提出書類の確認をお願いします。
　http://www.vill.shingo.aomori.jp新着情報
○受付期間
　８月25日（木）～９月14日（水）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
郵送による提出の場合は、９月14日（水）
必着有効とします。
○申し込み・問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
　総務課総務グループ　角岸
　℡ 78－2111内線155

新郷村職員を募集します。

　７月28日、親子料理教室（どよう塾）が総合福祉センターで開かれま
した。こどもとその保護者がスープカレー、野菜サラダ等４品の調理に
挑戦。ヘルスメイトのていねいな指導のもと、笑顔で調理しました。

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
全
国
一

斉
に
相
談
日
を
設
け
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

を
通
じ
て
高
齢
者
、
障
害
者
の
人

権
相
談
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
。

◇
期
間

　

９
月
５
日
〜
11
日
ま
で

◇
時
間

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
10
時
〜

午
後
５
時
ま
で
）

◇
電
話

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
│

０
０
３
│

１
１
０

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く

と
お
ば
ん
）

◇
内
容

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐

待
等
に
関
す
る
電
話
相
談
。

問　

青
森
地
方
法
務
局

　

℡
０
１
７
│

７
７
６
│

９
０
２
４

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
青
森
支
店

　

７
月
12
日
、
新
郷
村
役
場
職
員

会
（
崩
敬
子
会
長
）
は
村
長
室
に

◇
日
時　

平
成
23
年
９
月
９
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◇
会
場　

　

り
ん
ご
研
究
所
県
南
果
樹
部

　

五
戸
町
扇
田
字
長
下
夕
２

◇
行
事
内
容

・
果
樹
試
験
ほ
場
の
公
開
（
ぶ
ど

う
、
な
し
、
お
う
と
う
）

・
果
樹
栽
培
相
談
所
の
開
設

　

▽
品
種
特
性
、
栽
培
方
法
、
病

害
虫
防
除
な
ど

　

▽
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
相
談

　
　
（
試
験
園
地
）

・
主
要
成
果
の
資
料
展
示

・
ぶ
ど
う
、
な
し
な
ど
の
展
示
・

　

試
食

◇
併
設
催
事

・
な
し
果
実
品
評
会

・
農
業
資
材
、
農
産
物
加
工
品
、

農
業
図
書
な
ど
の
展
示
・
販
売

◇
そ
の
他

・
場
内
生
産
物
の
販
売

問　

り
ん
ご
研
究
所
県
南
果
樹
部

　
　

℡
62
│

４
１
１
１

は
、
８
月
25
日
か
ら
上
北
地
域
で

農
業
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
定

期
相
談
窓
口
を
新
た
に
開
設
い
た

し
ま
す
。
農
業
に
関
す
る
借
入
相

談
や
経
営
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

◇
日
時

毎
月
第
２
、
４
木
曜
日

10
時
〜
12
時
（
予
約
制
、
前
日

ま
で
に
公
庫
あ
て
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。）

◇
会
場

上
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水

産
部（
十
和
田
合
同
庁
舎
２
階
）

◇
そ
の
他

三
八
地
域
県
民
局
で
も
開
催
し

て
い
ま
す
。（
毎
月
第
２
、
４

木
曜
日　

午
後
２
時
30
分
〜
４

時
30
分
）

問　

日
本
政
策
金
融
公
庫
青
森
支
店

　

℡
０
１
７
│

７
７
７
│

４
２
１
１

　

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方

等
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
村
で
は

民
生
委
員
や
ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力

員
に
よ
る
見
守
り
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
見
守
り
体
制
を
さ
ら
に

強
化
す
る
た
め
に
、県
と
共
同
で
、

10
月
か
ら
事
業
者
に
よ
る
「
地
域

見
守
り
隊
」
の
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

　

仕
事
で
新
郷
村
内
を
回
る
事
業

者
の
皆
さ
ん
に「
地
域
見
守
り
隊
」

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
例
え
ば
新

聞
が
何
日
分
も
溜
ま
っ
て
い
て
安

否
が
心
配
な
ど
、
異
変
を
感
じ
た

時
に
、
役
場
に
連
絡
を
す
る
体
制

を
作
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
を
も
た

ら
す
取
組
で
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
61
│

７
５
６
０

　

県
庁
健
康
福
祉
政
策
課

　

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
７
７

　

怪
我
や
病
気
の
中
で
も
最
も
重

篤
で
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
心
臓

や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
す
。
つ
い
さ
っ
き
ま
で
元
気

に
し
て
い
た
の
に
、突
然
、心
臓
や

呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た…
。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

突
然
の
怪
我
や
病
気
に
お
そ
わ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　７月28日、親子料理教室（どよう塾）が総合福祉センターで開かれま
した。こどもとその保護者がスープカレー、野菜サラダ等４品の調理に
挑戦。ヘルスメイトのていねいな指導のもと、笑顔で調理しました。

18名が調理に挑戦！18名が調理に挑戦！

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
の

治
療
は
ま
さ
に
１
分
１
秒
を
争
い

ま
す
。
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て

10
分
以
上
経
過
す
る
と
助
か
る
可

能
性
は
、
急
激
に
少
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
突
然
止
ま
っ
た

人
の
命
を
救
う
に
は
、
次
の
４
つ

の
要
素
を
つ
な
げ
る
こ
と
（
救
命

の
リ
レ
ー
）
が
重
要
で
す
。

◇
早
い
１
１
９
番
通
報

・
通
報
す
る
時
は
急
が
ず
、
落
ち

着
い
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
口

調
で
話
す
。

◇
早
い
応
急
手
当

・
救
急
車
が
到
着
す
る
前
の
早
い

心
肺
蘇
生
と
早
い
除
細
動
。

◇
早
い
救
急
処
置

・
救
急
救
命
士
な
ど
が
行
う
高
度

な
救
急
処
置
。

◇
早
い
救
命
医
療

・
医
療
機
関
に
お
け
る
高
度
な
救

命
医
療
。

※

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

　
　

明
ら
か
に
緊
急
で
は
な
い
の

に
救
急
車
を
呼
ぶ
人
が
近
頃
増

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
安
心

を
守
る
た
め
に
適
正
利
用
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問　

五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　

℡
78
│

２
１
１
９

◇
目
的

こ
の
時
期
は
、
秋
の
行
楽
に
よ

る
事
故
や
、
日
没
が
早
ま
る
夕

暮
れ
時
の
事
故
の
多
発
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
一
人

ひ
と
り
に
、
交
通
安
全
思
想
の

普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◇
期
間

　

９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

◇
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の

着
用
及
び
自
転
車
前
照
灯
の
点

灯
の
推
進
）

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

問　

青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

　

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
３
２

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

り
ん
ご
研
究
所

　
県
南
果
樹
部
参
観
デ
ー

高
齢
者
・
障
害
者
の

　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

上
北
地
域
定
期
相
談

　
　
　
　
窓
口
開
設
！

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

問

問

問

問

問

問

10
月
か
ら

「
地
域
見
守
り
隊
」
の

　
活
動
が
は
じ
ま
り
ま
す



ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

悪いやつと仮面ライダーが戦って
いるところです。お友達に説明し
ながら、仮面ライダーの歌をうた
いながら、楽しそうに、そして、と
きどき考えながら描きました。

橋端　有也くん（さくら組）
大好きなスイートプリキュアを描き
ました。大きくなったらプリキュアに
なりたいからと言って、あっというま
に描きあげました。画用紙いっぱい
に大きく描くことができました。

川岸　実福さん（さくら組）
ゆう やはしば みさきかわぎし

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

14

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

211

９月
人の動 き

男　1,451人（±０人）
女　1,550人（－10人）
計　3,001人（－10人）
世帯数960世帯（－１世帯）
（平成23年７月31日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
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課
　
〒
039

ー1801  青
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県
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郡
新
郷
村
大
字
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字
風
呂
前
10　

1
0178ー78ー2111 

新
郷
村
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ー
ム
ペ
ー
ジ
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2011 （
平
成
2
3
年
）

A
U
G
U
S
T

村  田　諒  真くん
Ｈ22・２・20生
（地区）戸来
（パパ）博康
（ママ）優子
パパとママのねがい

いたずらは程々にね。

むらのガイド

平成23年 長 月
サファイア（青石）
̶ 徳望・誠実 ̶誕 生 石

ながつき
September

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１１年９月
備　　　考行　　事　　等

むら た まりょう

日 曜
1 木 特定健診（～３日）
2 金 資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
4 日 青森県民駅伝競走大会
5 月 新郷温泉館休館日　献血
7 水 不用犬引取
8 木 特定健診（～10日）
9 金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
12 月 行政相談　新郷温泉館休館日
13 火 敬老会
15 木 特定健診（～17日）

資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
16 金 粗大ごみ収集日　健診説明会

人権相談所 山村開発センター　9：00～12：00

17 土 とことん新郷！！ 飲むヨーグルトファン感謝デー
県南地方釣り大会

18 日 子ども会親子早起き掃除
19 月 敬老の日
22 木 特定健診（～24日）
23 金 秋分の日　村民体育大会　燃えないごみ収集日
26 月 新郷温泉館休館日
29 木 特定健診（～１日）

介護保険料第２期納期限（普通徴収）
30 金 国保税第２期納期限

後期高齢者保険料第２期納期限

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

７
月
30日

　
し
ん
ご
う
保
育
園
「
お
涼
み
会
」（
関
連
記
事
は
４
ペ
ー
ジ
）

７
月
30日

　
し
ん
ご
う
保
育
園
「
お
涼
み
会
」（
関
連
記
事
は
４
ペ
ー
ジ
）
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